
☆

コ
ロ
ナ
禍
の
貧
困
と
格
差

◆
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
中
国
の
武
漢
市
付
近
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
瞬
く

間
に
世
界
中
へ
と
感
染
を
拡
大
さ
せ
、
二
〇
二
十
年
六
月
二
十
八
日
に
は
、
世
界
で
感
染
者

が
四
千
万
人
を
超
え
、
死
者
も
百
二
十
一
万
人
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
十
一

月
四
日
現
在
、
感
染
者
は
十
万
二
千
九
百
例
、
死
亡
者
は
一
七
八
六
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
的
影
響
は
大
き
く
、
不
要
な
外
出
の
自
粛
や
感
染
拡
大

予
防
が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
飲
食
店
や
観
光
業
界
に
お
い
て
は
今
後
の
具
体
的
な
見
通
し

す
ら
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
雇
い
止
め
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
人
が
苦
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

◆
二
〇
一
七
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
貧
困
状
態
に
あ
る
家
庭
の
十
七
歳
以
下
の
子

ど
も
の
割
合
を
示
す
貧
困
率
は
十
三
・
九
％
で
、
実
に
約
七
人
に
一
人
の
子
ど
も
が
貧
困

状
態
に
あ
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
五
〇
・
八
％
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
学
習
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
学
校
行

事
へ
の
参
加
や
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
な
ど
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
「
ふ

つ
う
」
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◆

コ
ロ
ナ
禍
で
の
貧
困
は
、
地
域
に
よ
っ
て
も
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
県
民
所
得
、
平
均
所
得
と
も

に

ワ
ー
ス
ト
１
の
沖
縄
県
で
は
、
最
低
賃
金
が
七
九
二
円
と
全
国
で
最
も
低
く
、
子
ど
も

の
三

人
に
一
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

◆

貧
困
と
格
差
の
拡
大
は
非
正
規
労
働
者
が
構
造
的
に

固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
大
き
な

原
因

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ま
、
最
も
被
害
を
受
け
て
い
る
の
は
、
非
正
規
労

働
者
で
す
。
雇
用
が
ど
ん
ど
ん
切
ら
れ
、
今
の
と
こ
ろ
休
業
で
済
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
期

限
が
来
た
ら
雇
い
止
め
に
な
る
人
が
相
当
程
度
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆

厚
生
労
働
省
が
毎
月
発
表
し
て
い
る
「
労
働
力
調
査
」
に
よ
る
と
、
非
正
規
労
働
者
は
近
年
二
千

百
万
人
台
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
た
今
年
四
月
は
前
年
よ
り
百
三
十
一
万
人
も
急
減
し
、
二
千
十
九
万
人
に
ま
で
落
ち

込
み
ま
し
た
。
前
年
同
月
比
で
五
％
前
月
比
で
六
％
減
少
に
な
り
ま
す
。
こ
の
数
字
を
見
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
非
正
規
労
働
者
が
「
雇
用
の
調
整
弁
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

◆

日
本
国
憲
法
第
二
五
条
第
一
項
に
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
第
二
項
に
は
、
「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ

い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
政
権
が
こ
の
条
文
を
遵
守
し
、
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
、
私
た

ち
は
、
自
分
自
身
の
目
で
確
か
め
、
そ
れ
が
十
分
で
な
い
時
に
は
正
々
堂
々
と
声
を
あ
げ

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

二
〇
二
〇
年
十
一
月
八
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
４
５
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◇
沖
縄
問
題
学
習
会
の
ご
案
内
（
浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
・
友
和
会
静
岡
支
部
共
催
）

日
時
場
所
：

月

日
（
木
）
午
後

時
よ
り
、
楽
器
博
物
館

階

参
加
費
無
料

11

19

7

3

講
師
：
西
浦
昭
英
氏
（
沖
縄
辺
野
古
で
基
地
反
対
活
動
中
）

u 戦闘機の爆買いをやめてコロナと貧困対策に◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



憲
法
二
十
五
条

〔
国
民
の
生
存
保
障
義
務
〕

１

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

２

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


